
（第２回学校適正配置検討会議用資料）

「校名」について、専門部会メンバーの意向確認結果
於：　令和６年８月26日開催　第１回専門部会

選択肢 理　由（アンケート用紙の提出によるコメントも含む）

・学校名を変えるために、お金を使うよりも、子どもたちが充実した学校生活を送れるように、
お金をかけてほしい。

・校名に予算を使うよりも、合併１年前や半年前ぐらいに、子ども同士の交流を促して、抵抗の
無いように来てもらうほうがよい。
・築港中学校の子どもたちが来たいと思うような環境づくりは大事と思う。

・学校名や校章といった外形的なところは重要ではないと思う。

・校名よりも、学校のあり方や、授業を含めた方向性のほうを、しっかり検討してほしい。

・元々は、港中学校だけであった。

・港中学校と築港中学校が一つになり、新しく生まれ変わるという意味では、名前も一から新し
く変えたほうがよいと思う。

・校名も制服も変わり、新しいイメージで、新しい港区の学校をスタートさせてほしい。

・築港中学校から行く子どもたちの気持ちに立って考えてほしい。
・築港中学校の子どもたちにとって、途中で変わるなどは大変なことで、互いの生徒が、同じ
ペースでスタートできるようにしてあげてほしい。
・子どもの意見を聞いてあげてほしい。

どちらともいえない（決まっていない）
　＜１名＞

・決め方として、検討会議のメンバーだけでなく、対象地域全体で決めたというプロセスがある
ほうがよいと思う。
・個人的には、公募がよいと思う。公募の範囲は、校区内だけでよいかと思う。
・候補名がどれくらい出るか分からないが、それを、検討会議や専門部会で絞り込んで、児童生
徒にもアンケートを取るプロセスをすれば、新しい学校を皆で一緒に作っていく感じが出ると思
う。
・その結果として、港中学校になってもよいかとは思う。

新しい校名を作成したほうがよい
　＜３名＞

現行の校名、港中を使用したほうがよい
　＜８名＞
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